





















１　参照, Herder, Volkslieder (Stimmen der Völker in Liedern). Leipzig 1778/79. またゲーテによるヨー
ロッパ諸国の民間バラードの翻訳。




３　参照, Heilfurth 1967; Kontakte und Grenzen 1969; Greverus 1988; Peuckert 1954; Schulte 1954; Schwarz 
1967. 
４　たとえば次を参照, Baumgarten 1967; Dobrobolska 1983; Honvehlmann 1990; Kramer 1952, 1954; 
Krins 1952; Zender 1960; Szabo 1977/78. 
５　たとえば次を参照, Bertele 1990; Bulmer 1986; Engelhard 1985; Garrioch 1983; Schubert 1977; 




























６　たとえば次を参照, Deutsche und Tschechen 1971; Lemberg 1971; Ploch 1988; Sirovatka 1969. 
７　たとえば次を参照,
８　やや踏み込んだ取り組みを挙げるとすれば、そのテーマによる論集（Grathoff & Kloskowska 
1994）所収の次の論者の成果であろう。参照, Richard Grathoff, Steven Vaitkus, Kolyo Koev. 
９　参照, Heberle 1969; Beth 1934/35; Weiss 1978, S.79, 163, 305.; Beitl 1974, S.585.; Hauschild 1987, 
S. 143f.; Rosenbaum 1999.
10　参照, Gerndt 1988, Bausinger 1961, Nußbeck 1994, Roth 1998; またヴァンダー（Wander 1964）



























































































11　我々グループ（Wir-Gruppe）とは、先ず家族、血族（Sippe）と親類（Hauschild 1987, Szabo 
1977/78）、次いで町・村体、エスニック的あるいは地域的に同じ集団、そして19世紀以来たか
まってきた国民（Nation）である。

























































　1973, 1994.; また宗教・宗派に関わる隣人関係については次を参照, Kramer 1969; Filipovic 1960; 





































14　参照, Krins 1952; Honvehlmann 1990. 
15　参照, Bertele 1990; Engelhard 1986; Skalnikova 1969; Schilling 1997. 
16　注12;のほか次を参照, Dobrowolska 1983; Juchum 1970; Rhode 1981; Schenk 1973, 1987; Klusch 

















































17　参照, Klosek 1994; Niendorf 1997; Schroubek 1983.
18　参照, Bax 2000: 18f.; Ash 1999. しかし『戦争に臨む隣人たち』（Halpern & Kideckel, Neighbors 
at War, 2000）に近隣の問題が扱われていない。グランディ（Grandits 2000）は、争いあう＜昔
の仲間＞が戦争し合うことに言及してはいるが、一般的な意味にとどまっている。





























20　参照, Kriesberg 1998; Weiner 1998; Roth 1999a; Tepavicarov 1999.
















































































25　マイノリティと国境地域の問題については次を参照, Ritter 1989; Babinski 1996; Kantor 1996; 



































































































































































挙げておきたい。参照, Mucha 2000,S.228.    
30　S. Becher & Dzambo 1997.; チェコ人とドイツ人がたがいに相手についていだくイメージにつ
いては次を参照, Lenk 1997.; Dzambo 1997.  
31　ポーランドの若者について行なわれた最近のアンケート調査として次を参照, Feldmann 2000, 
S. 46f.; また次も参照, Mucha 2000.; 同じく本書所収の次の論考を参照, Vaclav Houzvicka. 
32　ポーランドやチェコスロヴァキアの社会主義政権は、近隣民族どうしのネガティヴなイメー
ジをかき立てることにもまる既存の先入観を利用した面があった。これについては次の文献






























33　参照, Woycicki 1999.; Svasek 2000, S.123.; また本書所収の次の論考を参照, Simonides. 











































































































心に位置し（Esther-Beate Körber, Leszek Dziegiel und Dorota Simonides）、二
つには自己とよそものの認識を個々人と民族について細部にわたって追及























p.302　ヴィル＝エーリヒ・ポイカート・・・・『隣人 － 比較民俗学誌』（Der 





































































































p.317　ユーロ・エリア（Euroregio/ Euroregion / Europaregion / EUREGIO）：主
に国境地帯を対象に、境界をまたいだ地域を一体・一連のものとしてとらえ
交流を促進しようとする政策で指定された地域。1958 年の西ドイツ・オラン
ダの国境沿い地域にその政策が導入されたことに始まる。EU次元の政策が本
格化する段階になると、1992年のドイツ・ポーランド・チェコ間の“Neisse-
Euroregion”以後、独仏国境や、ドイツとスイスのボーデン湖をはさんだ地域
や、さらに近年では、オーストリアとスロヴェニアにまたがる地域など数十
カ所が指定され、またそれらの地域に国際的な施設を積極的に設ける政策が
とられている。ヨーロッパ議会をストラスブールに配置し、またドイツ・ポー
ランド国境のナイセ河畔フランフルトにEU大学が設立されたのもそうした政
策による。
